
GEMITSとは
GEMITS [ Global Emergency Medical supporting Intelligence Transport System ]とは、
急性期医療に必要な判断の元となる知識（Intelligence）を病院前から、病院内、病院
間そして最後には介護まで連携するためのシステムである。
病院前医療連携として、病院前情報と現場情報をリアルタイムにマッチングさせ、搬
送先病院選定の質向上を図ることで、【Right patient to the right hospital in the right 
time】 の実現を目指す。

地域医療ネットワークの例（２）

（小倉真治 GEMAP 会長・岐阜大学大学院医学系研究科教授 講演資料より抜粋） 14



地域医療ネットワークの例（３）
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地域医療ネットワークの例（４）

16

レセコンを活用

診療所のレセプトコンピュータから情報をとりだすことで、病院
のみならず診療所も含めたミニマムデータの共有を行う
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地域医療ネットワークの持続性確保に向けて

１．ヒューマンネットワークの構築

システムありきではない。信頼関係の醸成。システムは補助的手段。

４．運営体制の確立と運営費の確保

運営協議会等の設立。運営経費の負担ルール。

２．連携目的の明確化

紹介逆照会の円滑化、救急医療、医療介護連携。

３．共有する情報の絞り込み

患者基本情報、処方・調剤、既往歴、アレルギー、検体検査、画像など。

５．費用対効果の検証と入力負荷の軽減

必要な機能の絞り込み。二重入力の回避。

６．リタラシーに応じたサポート体制

ＩＴリタラシーの相違。医学知識の相違。
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情報のフォーマット、用語・コード、通信手順等が、ベンダーや医療機関により多様化・複雑化

医療機関間等でやりとりされる情報に関わる様々な規格が「標準化」されることが必要

医療分野の情報連携を可能にするため、医療機関間等でやりとりされる様々なメッセージ等の標準化を推進している。

医療機関間の情報共有をより効率的に進めるため
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医療情報の規格の標準化
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